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示
さ
れ
た

新
た
な
農
業
政
策

　

国
は
、
若
者
が
希
望
を
持
て
る
強

い
農
林
水
産
業
、
美
し
く
活
力
あ
る

農
山
漁
村
を
創
り
上
げ
る
こ
と
な
ど

を
目
的
に
、
昨
年
12
月
、「
①
農
地

中
間
管
理
機
構
の
創
設
」「
②
経
営

所
得
安
定
対
策
の
見
直
し
」「
③
水

田
フ
ル
活
用
と
米
政
策
の
見
直
し
」

「
④
日
本
型
直
接
支
払
制
度
の
創
設
」

の
４
つ
の
改
革
に
取
り
組
む
「
農
林

水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」

を
決
定
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
の
実
施
で
、
農
業
・

農
村
全
体
の
所
得
を
今
後
10
年
間
で

倍
増
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

こ
の
改
革
で
、
平
成
30
年
産
か
ら
、

米
の
生
産
調
整
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
米
政
策
が
大

き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　

具
体
的
な
改
革
内
容
は
、
農
地
中

間
管
理
機
構
が
新
た
に
設
立
さ
れ
、

同
機
構
が
農
地
を
貸
借
し
、
農
地
利

用
の
集
積
を
図
る
ほ
か
、
米
政
策
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
生
産
数
量
目
標
の

配
分
が
見
直
さ
れ
、
経
営
の
自
由
度

が
高
ま
る
。
経
営
所
得
安
定
対
策
の

見
直
し
で
は
、
平
成
26
年
産
か
ら
、

米
の
直
接
支
払
交
付
金
が
10
㌃
当
た

り
７
５
０
０
円
に
減
額
さ
れ
、
さ
ら

に
米
価
変
動
補
填
交
付
金
の
廃
止
な

ど
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
一
方
で
、
水

田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
や
産
地

交
付
金
に
よ
り
水
田
で
の
麦
、
大
豆
、

飼
料
用
米
、
米
粉
用
米
な
ど
の
一
層

の
生
産
拡
大
を
目
指
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
農
業
政
策
の
変
革

期
を
迎
え
る
今
、
農
業
の
現
在
の
取

り
組
み
や
、
こ
れ
か
ら
進
む
方
向
に

つ
い
て
３
人
に
聞
い
た
。

農
業
政
策
が

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
す
る
今
、

こ
れ
か
ら
の
農
業
を
考
え
る
。

町
の
経
済
や
食
を
支
え
る
農
業
。
就
業
者
の
減
少
、
高
齢
化
が
全
国
的
に
進
み
、

担
い
手
の
減
少
に
よ
り
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て
い
る
。

本
町
の
販
売
農
家
は
６
４
７
戸(

平
成
22
年)

と
５
年
前
か
ら
１
０
０
戸
減
少
し
た
。

ま
た
一
方
、
町
内
全
域
で
有
害
鳥
獣
被
害
が
深
刻
化
す
る
な
ど
課
題
は
山
積
す
る
。

農
業
政
策
が
変
わ
ろ
う
と
す
る
今
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
に
つ
い
て
３
人
に
取
材
し
た
。

　写真＝２月16日、農業講演会が開かれ、「人と心
をつなぎ育む、農業の未来！」をテーマにパネルディ
スカッションが行われた。町認定農業者連絡会代表
幹事の渡部定衛さんがコーディネーターを務め、農
事組合法人会津きのこ工房代表理事の三留満さん、
にしあいづ健康ミネラル野菜普及会長の武藤佐代
子さん、ＪＡ会津いいで青年部西会津支部長の新
澤富一さん、青年就農者の渡部佳菜子さんの４人
が意見を交わし、農業の一層の振興策を探った。

特
集未　につなぐ
農業の進路
　来　　　　
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農
か
ら
６
年
目
の
伊
藤
さ

ん
は
今
年
１
月
、
認
定
農

業
者
に
な
っ
た
。
現
在
、

母
と
と
も
に
約
９
㌶
の
水
田
で
稲
作

を
営
み
、
さ
ら
に
冬
は
ハ
ウ
ス
２
棟

で
軟
白
ネ
ギ
を
栽
培
す
る
複
合
経
営

を
行
う
。
収
穫
量
よ
り
も
食
味
、
お

い
し
さ
に
こ
だ
わ
り
、
減
農
薬
の
特

別
栽
培
米
生
産
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
差

別
化
を
図
る
。
軟
白
ネ
ギ
は
ミ
ネ
ラ

ル
栽
培
で
生
産
す
る
。

��

２
年
前
、
伊
藤
さ
ん
は
父
を
亡
く

し
た
。「
父
が
体
調
を
崩
し
た
と
き
、

長
男
だ
か
ら
農
業
を
継
ぐ
こ
と
を
決

め
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。
農
業

に
つ
い
て
伊
藤
さ
ん
は
「
自
分
が
手

を
掛
け
て
栽
培
し
、
で
き
た
物
を
食

べ
て
も
ら
い
、
そ
し
て
、
お
い
し
い

と
言
っ
て
も
ら
え
た
と
き
、
達
成
感
、

満
足
感
を
味
わ
え
る
」
と
そ
の
魅
力

を
語
る
。
し
か
し
、
米
、
ネ
ギ
と
も

に
市
場
価
格
が
低
迷
し
て
い
る
た
め

頭
を
悩
ま
せ
る
。
伊
藤
さ
ん
は
別
の

品
種
の
導
入
や
他
の
作
物
の
栽
培
と

い
っ
た
対
応
を
模
索
す
る
。

　

町
の
農
業
に
関
し
て
伊
藤
さ
ん
は

「
若
い
世
代
の
農
家
が
中
心
に
な
っ

て
、
協
力
し
合
い
農
地
を
保
全
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
、い
っ

た
ん
耕
作
を
や
め
た
田
の
再
生
の
難

し
さ
を
強
調
す
る
。
ま
た
「
高
齢
化

が
進
め
ば
、
さ
ら
に
遊
休
農
地
が
増

え
る
」
と
危
機
感
を
強
め
る
。
こ
う

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
「
場
所
な
ど
条

件
が
合
う
田
で
あ
れ
ば
引
き
受
け
、

就

面
積
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」と
語
る
。

　

伊
藤
さ
ん
は
、
西
会
津
の
農
産
物

の
お
い
し
さ
、
安
全
性
を
全
国
に
広

め
る
目
的
で
設
立
さ
れ
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
食
べ
て
つ
な
が
ろ
う
西
会
津
の

会
」
の
理
事
を
務
め
る
。

　

同
会
は
、生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
、

農
産
物
の
直
売
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

販
売
、農
業
体
験
の
受
け
入
れ
と
い
っ

た
事
業
を
展
開
す
る
。

　

同
会
の
活
動
で
東
京
駅
や
多
摩
市

で
農
産
物
販
売
を
行
う
伊
藤
さ
ん
は
、

消
費
者
へ
の
対
面
販
売
で
西
会
津
の

農
産
物
の
お
い
し
さ
、安
全
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
と
と
も
に
、
消
費
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
す
る
。

「
消
費
者
の
中
に
は
普
段
ご
飯
に
、

も
ち
米
を
ブ
レ
ン
ド
し
て
食
べ
る
人

も
い
る
。
消
費
者
の
声
を
生
産
の
現

場
に
生
か
し
て
い
き
た
い
」と
話
す
。

　

政
府
が
昨
年
12
月
、
米
の
生
産
調

整
を
平
成
30
年
産
か
ら
な
く
す
方
針

を
決
め
、
米
政
策
の
変
革
期
を
迎
え

て
い
る
今
、
伊
藤
さ
ん
は
「
ど
こ
の

ブ
ラ
ン
ド
に
も
負
け
な
い
、
西
会
津

で
し
か
で
き
な
い
米
作
り
を
や
っ
て

い
き
た
い
」
と
、
ブ
ラ
ン
ド
米
作
り

を
主
体
と
し
た
複
合
経
営
に
生
き
残

り
を
か
け
る
。
「
水
稲
で
は
今
後
、

品
質
が
安
定
し
た
良
食
味
品
種
と
い

わ
れ
る
『
天
の
つ
ぶ
』
の
栽
培
と
、

さ
ら
な
る
食
味
値
向
上
を
目
標
に
取

り
組
み
、
ま
た
冬
期
の
ハ
ウ
ス
栽
培

で
は
新
た
な
作
物
に
挑
戦
し
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
る
。

　東京駅地下･丸の内マルシェでの「ＮＰＯ法人食べて
つながろう西会津の会」の農産物販売（右が伊藤さん、
昨年６月)

1I N T E R V I E W

高い食味にこだわり

ほかの産地に負けない

売れるブランド米を目指す

伊藤  進也さん［牧]

いとう・しんや
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ん
ぼ
に
稲
が
な
い
と
や
っ

ぱ
り
寂
し
い
。
水
田
の
稲

が
風
に
な
び
く
の
が
農
村

の
風
景
。
何
か
休
耕
田
を
減
ら
す
手

だ
て
は
な
い
も
の
か
」
と
武
藤
さ
ん

は
思
案
す
る
。

　

武
藤
さ
ん
は
水
稲
、
ソ
バ
、
キ
ュ

ウ
リ
の
ほ
か
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
レ
タ
ス

な
ど
直
売
用
に
多
品
目
の
野
菜
を
栽

培
す
る
。
平
成
10
年
か
ら
健
康
な
土

づ
く
り
に
よ
る
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
に
取

り
組
む
。「
初
め
て
土
壌
分
析
を
し
た

と
き
、
リ
ン
酸
と
カ
リ
ウ
ム
が
過
剰

で
、
人
間
に
例
え
る
と
糖
尿
病
だ
っ

た
。
成
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
土

壌
で
育
て
た
野
菜
は
病
害
虫
に
強
く
、

収
量
が
安
定
し
、
さ
ら
に
味
が
全
然

違
う
」
と
説
明
す
る
。
ミ
ネ
ラ
ル
栽

培
で
自
分
が
お
い
し
い
と
思
え
る
野

菜
作
り
に
励
む
。

　

現
在
、
に
し
あ
い
づ
健
康
ミ
ネ
ラ

ル
野
菜
普
及
会
の
会
長
を
務
め
る
武

藤
さ
ん
は
、
農
業
の
現
状
を
「
こ
れ

以
上
販
売
価
格
が
下
が
れ
ば
採
算
が

取
れ
な
い
。
経
費
の
削
減
に
は
限
界

が
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
受
託
農
業

を
や
め
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
耕
作

放
棄
地
が
増
え
る
」
と
語
る
。
こ
の

よ
う
な
現
状
の
打
開
策
と
し
て
、
経

営
所
得
安
定
対
策
で
の
農
家
支
援
の

強
化
、
ま
た
、
集
落
単
位
で
の
農
地

保
全
の
二
つ
を
挙
げ
る
。「
代
々
受
け

継
が
れ
て
き
た
農
地
を
、
こ
れ
か
ら

は
個
人
単
位
で
は
な
く
、集
落
単
位
、

町
全
体
で
守
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

「
田

で
昔
の
「
結（
ゆ
い
）」
の
よ
う
な
仕

組
み
で
助
け
合
え
ば
い
い
と
思
う
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
あ
る
農
業
関
係
団

体
、
組
織
間
の
連
携
あ
る
い
は
組
織

の
特
徴
に
合
っ
た
役
割
分
担
も
必

要
」
と
指
摘
す
る
。

　

同
普
及
会
は
、
Ｊ
Ａ
会
津
い
い
で

青
年
部
西
会
津
支
部
が
行
う
西
会
津

産
の
サ
ツ
マ
芋
を
使
っ
た
「
芋
焼
酎

作
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
加
わ
り
サ

ツ
マ
芋
の
栽
培
を
行
う
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
苗
の
定
植
、
芋
掘

り
な
ど
に
親
子
が
参
加
で
き
る
農
業

体
験
も
行
っ
て
い
る
。

　

武
藤
さ
ん
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
に

よ
る
野
菜
作
り
、
直
売
に
加
え
、
こ

う
し
た
農
業
体
験
な
ど
「
農
業
プ
ラ

ス
交
流
」
に
も
活
路
を
求
め
る
。
こ

ち
ら
か
ら
外
に
売
り
に
行
く
の
で
は

な
く
、
西
会
津
に
買
い
に
来
て
も
ら

え
る
よ
う
な
、
人
を
呼
び
込
む
魅
力

づ
く
り
が
大
事
だ
と
語
る
。

　

「
農
業
は
自
然
相
手
の
仕
事
で
あ

る
た
め
毎
年
同
じ
で
は
な
く
、ま
た
、

な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も

あ
る
。し
か
し
毎
日
が
勉
強
で
あ
り
、

喜
ん
だ
り
心
配
し
た
り
し
な
が
ら
進

歩
で
き
る
も
の
。
一
番
の
魅
力
は
家

族
で
仕
事
が
で
き
る
こ
と
。
一
定
の

収
入
が
確
保
で
き
れ
ば
農
家
を
継
ぎ

た
い
と
若
者
は
考
え
る
は
ず
」
と
武

藤
さ
ん
は
話
す
。
今
後
は
「
も
っ
と

農
業
の
楽
し
さ
や
ロ
マ
ン
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

　ＪＡ会津いいで青年部西会津支部の「芋焼酎作り
プロジェクト」に、にしあいづ健康ミネラル野菜普
及会の皆さんが加わり作業する（昨年６月の西林で
の芋苗定植）

2I N T E R V I E W

ミネラル豊富な

おいしい野菜作り、プラス

交流で活性化

武藤  佐代子さん［柴崎]

むとう・さよこ

にしあいづ健康ミネラル野菜普及会 会長
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う
す
れ
ば
若
い
人
た
ち
が

町
に
定
着
す
る
か
」。三
留

　
　
　
　

さ
ん
は
、
西
会
津
で
働
き

た
い
、暮
ら
し
た
い
、と
思
っ
て
も
ら

え
る
条
件
整
備
の
必
要
性
を
強
調
す
る
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
半
年
後
の
平

成
23
年
９
月
、
三
留
さ
ん
は
キ
ノ
コ

生
産
者
の
仲
間
と
農
事
組
合
法
人

「
会
津
き
の
こ
工
房
」
を
立
ち
上
げ
、

以
来
、
同
工
房
の
代
表
理
事
を
務
め

る
。「
若
い
生
産
者
の
規
模
拡
大
に
向

け
た
熱
意
に
背
中
を
押
さ
れ
、
法
人

設
立
に
踏
み
切
っ
た
」と
振
り
返
る
。

　

三
留
さ
ん
は
菌
床
栽
培
に
着
目
し
た

理
由
に
つ
い
て
、
お
が
く
ず
と
米
ぬ
か

な
ど
を
混
ぜ
て
作
っ
た
培ば
い
ち地
に
菌
を
植

え
付
け
、
暖
房
な
ど
を
使
っ
て
人
工
的

に
キ
ノ
コ
を
育
て
る
菌
床
栽
培
は
、
雪

国
で
も
導
入
が
可
能
で
、
生
産
規
模
を

段
階
的
に
拡
大
で
き
る
か
ら
だ
と
言
う
。

　

「
西
会
津
に
は
『
こ
れ
』
と
い
う

安
定
し
た
経
営
を
維
持
で
き
る
作
物

が
残
念
な
が
ら
無
い
。
だ
か
ら
菌
床

栽
培
の
１
億
円
産
地
確
立
と
い
う
目

標
を
持
っ
て
仲
間
と
規
模
拡
大
を
進

め
て
き
た
」
と
三
留
さ
ん
は
語
る
。

　

同
工
房
は
、安
全
で
良
質
な
キ
ノ
コ

の
生
産
加
工
、
販
売
を
通
し
て
地
域
産

業
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
な
ど
を
企

業
理
念
に
す
る
。
現
在
、
シ
イ
タ
ケ

12
万
菌
床
、キ
ク
ラ
ゲ
１
万
５
千
菌
床

を
栽
培
す
る
。30
代
40
代
が
中
心
の
組

合
員
10
名
が
作
業
に
あ
た
る
。菌
床
の

約
９
割
を
占
め
る
シ
イ
タ
ケ
の
半
数
は

千
葉
、
神
奈
川
の
市
場
に
出
荷
す
る
。

「
ど

こ
の
ほ
か
地
元
ス
ー
パ
ー
と
の
契
約
販

売
で
地
産
地
消
も
進
め
る
。「
震
災
後
、

県
産
シ
イ
タ
ケ
は
風
評
で
大
打
撃
を
受

け
た
。し
か
し
品
質
や
安
全
性
を
訴
え
、

今
で
は
も
っ
と
西
会
津
産
の
物
が
欲
し

い
と
言
わ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
」
と
三

留
さ
ん
は
状
況
を
語
る
。

　

個
人
で
も
菌
床
シ
イ
タ
ケ
と
キ
ク

ラ
ゲ
栽
培
に
取
り
組
む
三
留
さ
ん
は
、

「
菌
床
栽
培
を
始
め
て
13
年
。
最
初

は
手
探
り
で
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し

だ
っ
た
」
と
打
ち
明
け
る
。
今
抱
え

る
問
題
点
に
つ
い
て
は
「
秋
は
大
量

出
荷
で
き
る
が
、
気
温
が
低
い
冬
は

生
産
量
が
落
ち
る
。
特
に
年
明
け
か

ら
少
な
く
な
る
。
季
節
に
よ
っ
て
波

が
あ
り
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
出
荷
で
き

な
い
。ま
た
、量
が
そ
ろ
わ
ず
、も
っ

と
欲
し
い
と
い
う
市
場
ニ
ー
ズ
に
応

え
き
れ
な
い
」
と
、
安
定
出
荷
体
制

の
確
立
、
栽
培
規
模
の
拡
大
を
課
題

と
し
て
挙
げ
る
。

　

三
留
さ
ん
は
「
年
間
を
通
し
て
収

入
が
あ
る
経
営
で
な
け
れ
ば
専
業
農
家

や
若
い
後
継
者
は
育
た
な
い
し
、
伸
び

な
い
。
冬
期
間
の
収
入
を
ど
う
確
保
で

き
る
か
が
鍵
に
な
る
。
こ
の
た
め
キ
ノ

コ
は
西
会
津
に
と
っ
て
重
要
な
作
物
に

な
り
得
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
今
後
を

展
望
す
る
。「
偶
然
だ
が
、
法
人
の
メ
ン

バ
ー
は
婿
が
多
い
。
こ
れ
を
生
か
し
外

部
か
ら
の
視
点
や
個
性
を
大
事
に
し
な

が
ら
菌
床
栽
培
が
地
域
を
支
え
る
産
業

に
な
る
よ
う
可
能
性
を
追
い
求
め
て
い

き
た
い
」
と
思
い
を
語
る
。

　冬期間も収穫量を一定に保つため、室温12～16度
のハウスで、シイタケの発生を管理する作業が繰り返
される。三留さんが持つのは、発生操作作業後、２週
間ほど経過した収穫間近のシイタケ（平成26年２月、
青坂）

3I N T E R V I E W

シイタケ、キクラゲ栽培を

地域を支える産業に

育てていく

三留　満さん［青坂]

みとめ・みつる

農事組合法人 会津きのこ工房 代表理事

農業の進路特
集未　につなぐ　来　　



６

　西会津町ならではのユニークなイ
ベントや冬の伝統行事を通して「雪国
にしあいづ」を再発見するとともに、
全国への情報発信、地域間交流による
活力ある町づくりを目的に、第24回
西会津雪国まつりが２月９日、さゆり
公園ふれあい広場で開催され、県内外
から多くの人が訪れました。
　今年は時々青空が広がり、一日中、
穏やかな天候になりました。雪国まつ
りは威勢の良い鏡開きで幕を開け、雪
上運動会や桐ゲタ飛ばし全国大会、か
き氷早食い選手権、新企画の雪上ウル
トラクイズなど多彩なイベントが繰り
広げられました。また、雪のれん市
は大勢の人でにぎわい、会場は熱気で
あふれました。

本場沖縄のエイサー披露
冬季交流で来町した沖縄県大宜味村の児
童生徒は、そろった衣装で沖縄の郷土芸
能「エイサー」を披露し、イベントの開
幕に花を添えました。

歳の神は寺前自然塾と宮城教育大学
学生の協力で行われ、高さ約５ｍの
歳の神は点火されると勢いよく燃え
上がりました。

無病息災を祈願｢歳の神｣

震えながら｢かき氷｣早食い競う
若者まちづくりプロジェクトの企画で「かき氷早食い選手権」が開かれ、
参加者は、かき氷を震えながら口に運び競い合いました。会場では参加者
の奮闘ぶりに笑いが沸き起こりました。結果は優勝･渡部雄太さん、準優
勝･いなせひさみつ�さん、３位･花見和則さん。

寒さ吹き飛ばす熱気あふれる

第24回 西会津雪国まつり

雪国まつり
　フォトギャラリー

２０１４
～出会い、発見、創造



７

フィナーレ飾る冬花火
午後６時から真冬の夜空に色とりどりの花火が打ち上げられ、
雪国まつりはフィナーレを迎えました。

メーン・イベント｢桐ゲタ飛ばし全国大会」
桐ゲタ飛ばし全国大会には、町内外から53人が参加し、一人
ずつ思い切りゲタをけり飛ばしました。勢い余ってステージ
から落ちる参加者もおり会場には歓声が響きました。

桐ゲタ飛ばし一般男子の部  優勝は菅野さん
一般男子の部では菅野真澄さん(飯舘村、写真左)が23
ｍ82㎝で優勝しました。今大会では残念ながら日本記録
の更新はありませんでした。そのほかの部門の優勝者＝
小学生男子の部･猪俣博史さん(森野)、小学生女子の部
･薄上明日香さん(上小島)、中学生男子の部･物江竜平
さん(下小屋)、一般女子の部･小宅彩乃さん(仙台市)

雪上ウルトラクイズも盛り上がる
新企画の雪上ウルトラクイズでは、子どもから大人ま
で多くの皆さんが賞品を目指して西会津町にちなん
だ○×クイズに挑戦しました。

キャンドルの炎が会場を包む
ペットボトルに絵付けをするキャンドルホルダー作
り体験が初めて行われ、親子らが参加し、楽しみま
した。完成したキャンドルは会場周囲やステージに
設置され、およそ700本のろうそくの明かりが雪上
に浮かび会場を幻想的に包み込みました。



８

大人も子どもも全力で駆ける
そりリレーでは、大人も子どもも全
力で雪上を駆け回りました。そりを
引く選手が速く走り過ぎ、折り返
しで、そりが曲がりきれず、乗っ
ている子どもが雪上に投げ出される
といったハプニングが起き、会場に
は笑い声や声援が響きました。参加
チームの皆さんは運動会を通して親
睦を深めました。

力作の雪灯籠･雪像が会場を取り囲みました。入賞団
体＝町長賞：尾野本地区老人クラブ連絡協議会(写真
左)、町商工会長賞：大久保･中野自治区、会津いいで
農業協同組合長賞：４町内会、町森林組合長賞：東北
電力阿賀野川ダム管理所、福島民報社賞：10町内会、
福島民友新聞社賞：西会津若者まちづくりプロジェクト

力作ぞろいの作品

特設のジャンボ滑り台
は終日、子どもたちの
一番人気となりました。
来場した親子は何度も
滑り下り、時間がたつ
のを忘れて、そり遊び
を楽しみました。
思い切り｢そり遊び｣

｢やっと登れた！」
子どもたちは、お父さんやお母さんに手伝っても
らい、やっとの思いでジャンボ雪だるまによじ登
り、雪だるまと青空をバックに記念撮影しました。

ソチ五輪に負けない熱戦
踏み俵競争、むかで競争、そりリレー
による雪上運動会が開催され、ソチ五
輪に負けない熱戦が繰り広げられまし
た。大宜味村の児童生徒、宮城教育大
学の学生など町外の皆さんも参加しま
した。突然、踏み俵の取っ手の縄が切
れてしまっても参加者は笑顔で走り切
りました。

転倒チーム続出｢むかで競争｣
むかで競争では、３人の息がなかなか
合わず、つまずいて転倒するチームが
続出しました。



９９

大勢の来場者が次々スノーモービルに乗り、雪煙を上げての疾走
を体験しました。コースには迫力あるエンジン音と大きな歓声が
響き渡りました。
スノーモービル乗車体験に行列

尾野本地区老人クラブ連絡協議会に町長賞
24団体が参加した雪灯籠･雪像コンクールでは、尾野本地区老人
クラブ連絡協議会が西会津町長賞に輝きました。表彰式で伊藤
町長が渡部雅二郎会長に賞状を贈りました。

みかん目指して勢いよく駆け出す
今年も高揚塾と奥川婦人会の皆さんの協力で雪上みかん拾
いが開催されました。参加者はスタートの合図とともに、み
かん目指して勢いよく駆け出しました。続いて、みかんに付
いた番号の抽選会が行われ、当選者に賞品が贈られました。

雪のれん市も にぎわう
雪のれん市には、そばや味噌ラーメン、おやきなどの露店が並び、
湯気の上がる温かい食べ物を求める家族連れでにぎわいました。

８日の夜には、町内各地で雪灯籠がともされました。出ヶ
原では有志の皆さんが約300本のろうそくに点火し(写真)､
雪国まつりの開催を盛り上げました。

たくさんの雪灯籠ともし盛り上げる

雪国まつり前日の８日、各団体の皆さんは例年より少ない雪
でも工夫し、雪灯籠や雪像の仕上げ作業にあたりました。

少ない雪でも工夫して制作

雪国まつりフォトギャラリー ２０１４
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黒
沢]

東
北
高
等
学
校
選
抜
ボ
ー
ト
大

会
・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
・
第
３
位

　

▼
喜
多
方
高
＝
清
水
千
郷[

２
年･

９
町
内
１]

、
斎
藤
麻
衣
子[

２
年･

萱
本]

声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

全
国
大
会･

高
等
学
校
部
門･

銀
賞
、

全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
東
北
支
部

大
会･

高
等
学
校
部
門･

銀
賞
、
猪
俣

泰
祐[

２
年･

小
山]

全
日
本
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
東
北
支
部
大
会･

高
等
学

校
部
門･

銀
賞
、
伊
勢
亀
有
希[

３
年

･

森
野]

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ

ン
テ
ス
ト
福
島
県
大
会･

ラ
ジ
オ
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
部
門･

優
秀
３
席

　

▼
喜
多
方
東
高
＝
鈴
木
亜
実[

２

年･

６
町
内]

東
北
高
等
学
校
選
抜

ボ
ー
ト
大
会･

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ

ル･

第
６
位

　

▼
会
津
高
＝
紫
藤
大
地[

１
年･

下

野
尻]

、
玉
木
陸[

１
年･

芝
草]

全
日

本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会･

高

等
学
校
部
門･

金
賞
な
ら
び
に
広
島

県
知
事
賞

　

▼
会
津
学
鳳
高
＝
上
野
史
絵[

２

年･

橋
屋]

、
佐
藤
双
葉[

２
年･

森

野]

全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国

大
会･

高
等
学
校
部
門･

銀
賞
、
長
谷

川
史
佳[

３
年･

戸
中]

全
日
本
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
東
北
支
部
大
会･

高
等

学
校
部
門･

銅
賞

　

▼
西
会
津
小
学
校[

団
体]

＝
福
島

県
書
き
ぞ
め
展･

奨
励
学
校
賞

　

▼
西
会
津
高
等
学
校[

団
体]

＝
地

球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
福
島
議
定

書
事
業･

最
優
秀
賞

　

平
成
25
年
度
受
賞
者[

敬
称
略]

　

▼
西
会
津
小
２
年
＝
佐
藤
大
和

[

宝
川]

極
真
空
手
道
選
手
権
福
島
県

大
会･

型
の
部(

小
学
１･

２
年
の
部)

努
力
賞

　

▼
西
会
津
小
３
年
＝
長
谷
川
姫
菜

[

２
町
内]

福
島
県
火
災
予
防
絵
画
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル･

優
秀
賞

　

▼
西
会
津
小
５
年
＝
秦
聖
志
朗

[

萱
本]

Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｏ
東
北
ジ
ュ
ニ
ア
空

手
道
選
手
権
大
会(

東
北
地
区
選
抜

予
選
会)

小
学
５
年
男
子
35
㎏
未
満

の
部･

優
勝
、
五
十
嵐
史
彦[

滝
坂]

同･

準
優
勝
、
髙
橋
新
史[

さ
ゆ
り
が

丘]

同･

第
３
位

　

▼
西
会
津
小
６
年
＝
佐
藤
寿
々

[

滝
坂]

全
国
博
愛
絵
画
展･

博
愛
賞

　

▼
西
会
津
中
１
年
＝
市
橋
明
香
里

[

上
野
尻]

福
島
県
造
形
秀
作
審
査
会

･

特
選
、
齋
藤
崚[

３
町
内]

福
島
県

造
形
秀
作
審
査
会･

特
選
、
江
川
遥

人[

芝
草]

全
日
本
ユ
ー
ス(

Ｕ

－

15)

フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
福
島
県
大
会･

第
３
位(

会
津
サ
ン
ト
ス)

　

▼
西
会
津
中
２
年
＝
伊
藤
果
林

[

松
尾]

福
島
県
造
形
秀
作
審
査
会･

特
選
、
齋
藤
妃
呂[

西
林]

福
島
県
造

形
秀
作
審
査
会･

特
選
、
佐
藤
郁
惠

[

さ
ゆ
り
が
丘]

中
学
生
の
税
の
標
語

･

福
島
県
間
税
会
連
合
会
長
賞
、
薄

上
叶
香[

上
小
島]

福
島
県
書
き
ぞ
め

展･

毛
筆
の
部･

書
き
ぞ
め
奨
励
賞

　

▼
西
会
津
中
３
年
＝
三
留
響[

縄

沢]
富
士
通
ア
イ
ソ
テ
ッ
ク
杯
野
球

大
会･
優
勝(

会
津
リ
ト
ル
シ
ニ
ア)

　

▼
西
会
津
高
＝
渡
部
湧
也[

２
年･

活躍を
� たたえ

　今年度の町教育顕彰表彰式は２月18日、町役場で行
われ、井上祐悦教育委員会委員長があいさつした後、
各種分野で活躍した児童生徒一人一人に佐藤晃教育長
が表彰状を贈りました。表彰式では、伊藤町長が「夢
の実現に向けてさらにまい進してください」と受賞者
の功績をたたえ、続いて、武藤道廣議会議長が祝辞を
述べました。受賞者代表の謝辞では西会津高２年の渡
部湧也さんが「先生方の指導に感謝し、これからも努
力していきます」と誓いました。
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材
料
（
２
人
分
）

　

ホ
ウ
レ
ン
草�

150
ｇ

　

ひ
き
肉�

100
ｇ

　

油�

大
さ
じ
１

　

玉
ネ
ギ�

１
個

　

に
ん
に
く･

し
ょ
う
が�

各
１／２
か
け

　

カ
レ
ー
粉�

大
さ
じ
１

　
　
　

ト
マ
ト（
一
口
大
に
切
る
）�

１
個

　
　
　

ゆ
で
大
豆�

50
ｇ

　

Ａ　

プ
レ
ー
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト

�

大
さ
じ
２

　
　
　

ブ
イ
ヨ
ン（
粉
末
）�

小
さ
じ
１／２

　
　
　

水�

１／２
カ
ッ
プ

　

塩
・
こ
し
ょ
う�

各
少
々

作
り
方

　

�

①
鍋
に
油
を
熱
し
、
み
じ
ん
切
り

に
し
た
玉
ネ
ギ
と
に
ん
に
く
、し
ょ

う
が
を
中
火
で
ゆ
っ
く
り
い
た
め

る
。
ひ
き
肉
を
加
え
て
い
た
め
、

カ
レ
ー
粉
を
入
れ
て
混
ぜ
る
。
そ

こ
に
細
か
く
切
っ
た
ホ
ウ
レ
ン
草

を
加
え
、
さ
ら
に
い
た
め
る
。

　

�

②
①
に
Ａ
を
加
え
て
混
ぜ
、
と
ろ

み
が
出
る
ま
で
15
分
ほ
ど
煮
詰
め
、

　

�

塩･

こ
し
ょ
う
で
味
を
調
え
出
来

上
が
り
。[

１
人
分
の
カ
ル
シ
ウ
ム

量
は
126
㎎]

の
健
康
に
欠
か
せ
な
い
栄
養
素
と
い
え
ば         

｢

カ
ル
シ
ウ
ム｣

で
す
が
、
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、

な
か
な
か
体
に
吸
収
さ
れ
に
く
く
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
と
一
緒
に
取
る
こ
と
に
よ
っ

て
吸
収
が
促
さ
れ
ま
す
。
強
い
骨
を
つ
く
る
た
め
、

次
の
４
つ
の
食
習
慣
を
今
日
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

骨
美
人
４
つ
の
食
習
慣

１�

毎
日
、
牛
乳
を
コ
ッ
プ
１
杯
飲
も
う

　

牛
乳
や
乳
製
品
の
カ
ル
シ
ウ
ム
は
比
較
的
、
体
に

吸
収
さ
れ
や
す
い
の
で
、
牛
乳
で
毎
日
確
実
に
カ
ル

シ
ウ
ム
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

牛
乳
の
ほ
か
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
む
、
ひ
じ

き
や
切
り
干
し
大
根
、
桜
エ
ビ
、
し
ら
す
干
し
、
ス

キ
ム
ミ
ル
ク
、
チ
ー
ズ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
食
材

を
少
し
で
も
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

２�

納
豆
な
ど
の
大
豆
を
食
べ
よ
う

　

特
に
納
豆
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
る
栄

養
素
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
が
多
い
食
品
で
す
。

３�

青
菜
を
食
べ
よ
う

　

青
菜
類
も
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
を
多
く
含
み
ま
す
。
骨
粗

し
ょ
う
症
予
防
の
有
効
性
が
分
か
っ
て
き
た
葉
酸
も

含
ま
れ
ま
す
。
毎
日
欠
か
さ
ず
１
皿
程
度
食
べ
ま

し
ょ
う
。

４�

魚
を
食
べ
よ
う

　

魚
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
豊
富
に
含
ま
れ
ま
す
。
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
も
同
様
に
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
ま

す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
足
り
な
い
と
、
せ
っ
か
く
カ
ル

シ
ウ
ム
を
取
っ
て
も
う
ま
く
吸
収
さ
れ
ま
せ
ん
。

骨

カルシウム

たっぷり

キーマ

カレー

じ
ょ
う
ぶ
な
骨
か
ら

健
や
か
な
体
を
つ
く
る

シ
リ
ー
ズ

●
毎
日
の
食
事
で
骨
美
人
に

チャレンジ！！

カレーがカルシウム豊富な一品に変わる

ホウレン草、大豆が入った手作りカレー
調理時間 
約20分

８

　平成20年に行った栄養調査の結果、
男女とも１日当たりの牛乳･乳製品摂
取量が平成11年より減っています。
摂取目標は、1日250ｇ(牛乳コップ１杯

とチーズ１切れまたはヨー
グルト１個)です。カルシ
ウムが豊富な牛乳や乳製品
を毎日取りましょう。

牛乳・乳製品の摂取量[栄養調査結果から](ｇ)

一人１日当たり
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　町と国土交通省東北地方整備局の「災害時の情報交換に
関する協定」締結式が１月23日、町役場で行われました。
　この協定は、災害時の相互の情報交換による迅速、適
切な災害対応を目的に締結しました。今後、大規模な自
然災害が発生した場合など、国交省は町に災害対策現地
情報連絡員を派遣し、状況の把握、関係機関の連絡調整
といった支援を行います。式では伊藤町長と同東北地方
整備局郡山国道事務所の酒井洋一所長(写真右)が協定書
を取り交わし握手しました。伊藤町長は「町民生活の安全･
安心に備え本協定を結びました。万一の災害の際は被害を
最小限にとどめたい」とあいさつしました。

　東日本大震災後、仮設住宅などに暮らす親子の支援を目
的とした｢西会津ワクワク子ども塾｣が２月１、２日に町内
で開催されました。国際NGO�AAR�Japan難民を助ける会
の主催。塾には相馬市、南相馬市の親子25名と町内の親子
30名が参加し、そば打ち体験や雪遊び、キャンドル作り、
粘土細工などを通して交流を深めました。同会では、放射
線量が高い地域の子どもたちが思い切り外で遊べるように、
この活動を平成24年７月に開始し、以来２カ月に１回ほど
町内で開催しています。粘土細工では俳優酒井敏也さん
(写真中央)がボランティアで講師を務め、参加者は粘土を
使ったフォトフレーム作りを楽しみました。

県内の学校、事業所が県知事と議定書を結び、地球温
暖化防止に向けて二酸化炭素(CO２)排出削減に取り組
む｢福島議定書｣事業で今年度、西会津高校が最優秀賞を
受賞しました。２月14日、大橋鈴

れ み
実さん(２年、写真中

央)、鈴木沙
さ
織
おり
さん(２年、同左から２人目)が伊藤町長

に受賞を報告しました。同校では節電･節水を徹底する
省エネ大作戦をはじめ、マイボトル運動の推進、資源ご
みの分別、ペットボトルキャップの回収、クリーンアップ作
戦などのほか、地元産食材の調査から調理実習、後片付
けまでを通した｢食生活と環境｣の学習にも取り組み、こ
の結果、目標を上回るCO２の19％削減を達成しました。

　町商工会青年部創立50周年記念式典が１月18日、交流
物産館よりっせで行われ、関係者は一層の飛躍を誓い合い
ました。式典では齋藤雅信部長が「歴史と伝統を受け継ぎ、
地域振興の先導役として引き続き使命と責任を果たしてい
きます」とあいさつ。来賓祝辞の後、齋藤部長が過去10年
の歴代部長に感謝状を贈りました。続いて髙松格副部長が、
この10年の歩みとして、味噌ラーメン事業の展開による
平成24年県商工会うまいもん№１決定戦での優勝、ロー
カルヒーロー｢丞

しょう

神
じん

デナー｣の新プロジェクト開始などの
活動を報告しました。式典後、講演会と祝賀会が開かれ、
出席者は半世紀の歩みを振り返り節目を祝いました。

｢災害時の情報交換に関する協定｣結ぶ

東日本大震災 被災地の親子を招き交流

西会津高校が｢福島議定書｣事業で最優秀賞

創立50周年 一層の飛躍を誓い合う
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　町と埼玉県三郷市は、２月４日、災害時における相互
応援に関する協定を締結しました。調印式は三郷市役所
で行われ、伊藤町長と木

き づ

津雅
まさあき

晟市長(写真右)が協定書を
交わしました。この協定締結により、地震や水害など大
規模な災害が発生した際、被災地側の要請に応じ、救援
物資の提供のほか、救援活動、復旧支援、被災者の受け
入れなどを行い相互に支え合います。同市は人口約13万
６千人(本年２月現在)、面積は30.41㎢で、埼玉県の南
東端、東京都葛飾区に隣接し、都心からの最近地点が15㎞
の位置にあります。協定では地域間の人的･物産交流など
相互の友好･協力の推進についても併せて確認しました。

　本町と奥会津５町村、福島県は、奥会津・西会津の魅力
を首都圏に発信するため、１月21日、ふくしま奥会津･西
会津大交流フェアを東京･飯田橋で開催しました。この
フェアは本町と柳津町、三島町、金山町、昭和村、只見町、
福島県が連携し今回初めて行いました。フェアには首都圏
の観光関連業者、マスコミ関係者、首都圏在住の奥･西会
津ゆかりの方などが招かれました。会場では観光・物産Ｐ
Ｒのほか、田舎暮らし相談会、作家椎名誠さんによる講演
会が開催されました。夜の｢奥会津･西会津の夕べ｣では各
町村が300人を超える来場者に郷土料理や地酒などを振る
舞い、奥･西会津の魅力や安全性をアピールしました。

　町内の貴重な文化財を守ることを目的に、１月26日、
奥川向原の西勝寺で文化財防火デー消防訓練が行われ
ました。町、町教育委員会、町消防団･消防支援隊･女性
消防隊、西会津交番、西会津消防署、向原自治区の皆さ
ん約100名が参加し、訓練は西勝寺から出火した想定で
行われました。119番通報で訓練が始まり、初期消火、
重要物件搬出、応急手当、放水といった訓練が本番さな
がらに実施されました。西勝寺への放水訓練は、近隣の
防火水槽、消火栓のほか、およそ500ｍ離れた奥川から
の中継送水により行われ、消防団員らは迅速な放水作業
を披露しました。

　大山衹神社は旧暦の大晦日１月30日から元旦にかけて
二年参りの参拝者でにぎわいました。この二年参りは、
「一生に一度は、なじょな願いも聞きなさる」といわれ
る野沢の山の神様に、２年にわたりお参りすることで心
願成就を果たせると言い伝えられています。30日の深夜
になると真冬に珍しい雨模様の中、参拝者が続々と神社
を訪れました。かがり火が照らす拝殿では参拝者が無病
息災などを願い一心に手を合わせました。神社脇の広場
では中野区むらおこし実行委員会の皆さんが歳の神で
参拝者を歓迎するとともに(写真)、心を込めて準備した
年越しそばや丸もちなどを振る舞いもてなしました。

埼玉県三
み さ と

郷市と災害時相互応援協定 締結

奥･西会津の魅力を発信  大交流フェア開催

万一に備え  文化財防火デー消防訓練

旧正月 二年参りでにぎわう
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町
の
課
題
と
取
り
組
み

　

心
の
病
気
は
、
正
し
く
理
解
さ
れ
に

く
い
た
め
誤
解
や
偏
見
を
生
み
や
す
く
、

入
院
の
長
期
化
な
ど
か
ら
町
の
入
院
費

で
は
第
３
位
の
病
気
と
な
っ
て
お
り
経

済
的
負
担
が
大
き
い
病
気
で
す
。
町
内

に
は
専
門
医
療
機
関
が
無
い
た
め
遠
く

の
病
院
等
に
通
院
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

治
療
の
中
断
、
こ
れ
に
よ
る
体
調
の
悪

化
、
入
退
院
の
繰
り
返
し
と
い
っ
た
悪

循
環
に
陥
り
、
本
人
の
み
な
ら
ず
家
族

ま
で
孤
立
し
、
居
場
所
が
無
く
な
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
心
に
病
気
が
あ
る
人

が
集
ま
れ
る
場
づ
く
り
、
引
き
こ
も
り

支
援
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
精
神
障
が
い
者
の
活
動
の

場
を
広
げ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
高
め
る
目
的
で
、
精
神
保
健
福
祉

事
業
と
し
て
、
精
神
デ
イ
ケ
ア｢

あ
つ

ま
っ
会
」
を
月
１
回
開
催
し
て
い
る
ほ

か
、「
に
こ
に
こ
相
談
所
」を
平
日
開
設

し
て
２
人
の
専
門
相
談
員
を
配
置
し
、

毎
日
通
っ
て
生
活
訓
練
な
ど
が
で
き
る

場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
平
成
15
年

度
か
ら
は
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
会
が
こ
れ
ら

の
活
動
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
会
の

 

活
動
内
容 

　

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
会
は
、
精
神

保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
修

了
し
た
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
平
成
15

年
度
に
設
立
し
た
組
織
で
、
精
神
障

が
い
者
本
人
と
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、町
の
３
者
が
協
働
で
取
り
組
み
、

そ
れ
が
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
音
色
の

よ
う
に
町
全
体
に
響
い
て
広
が
る
よ

う
に
と
の
思
い
か
ら
会
の
名
が
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
町
の
精
神
デ
イ
ケ
ア

「
あ
つ
ま
っ
会
」
の
活
動
支
援
の
ほ

か
、独
自
の
活
動
と
し
て
月
に
１
回
、

「
さ
す
け
ね
ぇ
サ
ロ
ン
」
と
い
う
お

楽
し
み
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ

の
サ
ロ
ン
に
は
15
人
ほ
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
ミ
ネ
ラ
ル
畑
で

の
野
菜
作
り
、
健
康
づ
く
り
の
た
め

の
調
理
実
習
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
へ

の
出
店
と
い
っ
た
活
動
（
上
写
真
）

を
通
し
て
障
が
い
者
の
理
解
を
推
進

し
、
共
に
活
動
す
る
こ
と
で
、
精
神

障
が
い
者
の
心
の
安
定
、
意
欲
向
上

を
図
り
、
こ
う
し
た
活
動
は
精
神
障

が
い
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環

境
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｑ
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
―
職
場

で
心
に
病
気
が
あ
る
人
と
の
接
し

方
に
悩
み
、
こ
う
い
う
接
し
方
で

本
当
に
い
い
の
か
、
も
っ
と
心
の

病
気
に
つ
い
て
学
ん
で
み
た
い
と

思
い
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

Ｑ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
感

じ
て
い
る
こ
と
は
―
体
調
を
崩
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
休
ん
で

い
た
と
き
、
精
神
に
障
が
い
の
あ

る
方
か
ら
「
大
丈
夫
で
す
か
。
柴

田
さ
ん
に
会
い
た
か
っ
た
」
と
逆

に
声
を
掛
け
ら
れ
、
そ
の
と
き
は

私
を
気
遣
う
優
し
い
気
持
ち
に
触

れ
、
う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。
難

し
い
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
苦
手
な
相
手
へ
の
接
し
方
で

す
。
う
わ
べ
だ
け
の
接
し
方
で

は
、
相
手
は
振
り
向
い
て
く
れ
ま

せ
ん
。
家
族
の
よ
う
に
思
い
や

り
、
気
持
ち
が
通
じ
合
う
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
つ
く
づ

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｑ
活
動
を
続
け
る
秘
訣
は
―
活

動
参
加
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲

間
の
輪
を
大
切
に
し
な
が
ら
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
す
。
毎
年
開
催

し
て
い
る
近
藤
美
智
子
先
生
の
講

演
会
の
音
楽
療
法
か
ら
も
パ
ワ
ー

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
11
月

に
は
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
会
設
立

10
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
、
心

の
病
気
へ
の
理
解
を
深
め
る
機
会

に
な
り
ま
し
た
。
来
場
し
た
皆
さ

ん
か
ら
直
接
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
、
さ
ら
に
意
欲
が
わ
き

ま
し
た
。

　

Ｑ
心
に
病
気
が
あ
る
方
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
―
皆
さ
ん
、
も
っ
と
外

に
出
て
み
ま
せ
ん
か
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
だ
か
ら
外
出

し
た
く
な
い
と
思
っ
て
し
ま
い
が

ち
で
す
が
、
私
た
ち
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル
の
会
で
は
、
家
族
の
よ
う
に

接
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

ご
家
族
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
活
動

で
き
ま
す
。
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関

心
が
あ
る
方
も
ぜ
ひ
一
緒
に
活
動

し
ま
し
ょ
う
。

トライアングルの会   柴田淳子会長にインタビュー

すごいな！
むし歯の
� ない子
　１月29日、３歳児
２名を対象に健康診
査を行った結果、む
し歯のない子は１名
でした。

三留 翠
み ど り

莉ちゃん
（西林東）

調理実習の様子 ミネラル畑での野菜作り ｢ふるさとまつり｣出店活動

～｢
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
会｣

の
活
動
紹
介
～

「
こ
こ
ろ
」の
病
気
を
サ
ポ
ー
ト

いきいきライフ  健 康 が
いちばん

トライアングルの会の活動
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女
性
講
座
は
、
学
び
と
仲
間
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
成
人
女
性
対
象
の

講
座
で
、
今
年
度
は
48
人
が
受
講
し
た
人
気
講
座
で
す
。

　

内
容
は
左
表
の
と
お
り
で
５
月
か
ら
２
月
ま
で
計
12
回
開
催
し
ま
し

た
。
来
年
度
も
女
性
講
座
を
開
講
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

公民館だより

平成25年度 女性講座開催内容

開 催 月 内　　　　　　容 会　　場 講　　　　師

５月 歴史教室「戊辰戦争�八重と竹子」 町公民館 町生涯学習指導員

６月 現地学習「戊辰戦争の跡地を訪ねる」 会津若松市内 町生涯学習指導員

７月 エコクラフト教室「新聞エコバック作り」 町公民館 齋藤公子さん(上野尻)

８、９月 ニュースポーツ教室「グラウンドゴルフ」 さゆり公園 町社会体育指導員

９月 ガーデニング教室「寄せ植えを楽しむ」 町公民館 佐野園芸さん(湯川村)

１０月 現地学習「新郷の自然探勝と歴史を学ぶ」 新郷地内 齋藤和則さん(上野尻)

１１月 ニュースポーツ教室「カーリンコン」 町公民館 町社会体育指導員

１２月 和菓子作り教室「くるみ饅頭と和風ケーキ」 町公民館 渡部眞理子さん(５町内)

１月 折り紙教室「バラを折る」 町公民館 町社会教育指導員

２月(２回) ニュースポーツ教室「カローリング」 町公民館 町社会体育指導員

講座紹介

女性のための学びと仲間づくり

女 性 講 座

新聞紙で作ったエコバックを披露する皆さん(エコクラフト教室)

ガーデニング教室 戊辰戦争跡地を訪ねる(大河ドラマ館前) 新郷の自然探勝
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   さ  とう ゆう き

　毎日の子育て大変だと思います。何かありましたら手伝い
ますので言ってください。頑張れママ! !

須藤  歩美さん（２月号から）メッセージ
すとう あゆみ

あなたの趣味は？
　読書

特技は？
　似顔絵を描くこと

最近感動したことは？
　息子がお遊戯会で一生懸命
歌や踊りを見せてくれたこと 

自分を一言で表現するとしたら？
　明るい

熱中していることは？
　毎日のお弁当作り

あなたのモットーは？
　いつも笑顔

これからやってみたいことは？
　娘が歩くようになったら家族
でディズニーランドに行きたい

次の方を紹介してください
　Ｍ・Ｓさん（楢木平）

大
切
な
も
の
は
？

 

『
息
子
の
矢
音
と
娘
の
花
音
。

二
人
と
も
大
切
な
家
族
で
す
』

3 2014
Ｍａｒｃｈ

「

」

し
お
ん

か
の
ん

　ここでは西会津中学校の生徒の
皆さんに、自分が思い描く夢や目
標を話してもらっています。
　今月は、３年・文化部前部長の
川上瑞稀さんです。

わたしの夢――
 「わたしが将来なりたい職業は
パティシエです。小さいころ
母と一緒にお菓子を作り、姉に
｢おいしい｣と言ってもらえたこ
とがきっかけで、自分が作った
お菓子をたくさんの人に食べて
もらいたいと思うようになりました。みんなに愛されるようなパティ
シエになれたらと思っています｣

努力していること――
 「家ではよくケーキを作ります。作ったことがないお菓子にチャレ
ンジし、失敗することもありますが、おいしく作れるまで何度も挑
戦するように心掛けています｣

最後に未来の自分に一言――
 「夢をかなえられましたか？パティシエを目指す人は多く、その中
でやっていくのは、きっと大変だと思います。でも自分ができるこ
とを一生懸命に行い、時には周りの人とも協力し合って理想の自分
になってください。応援しています」

みず き
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まちの人口��～２月１日現在～　(前月比)
　　人　口�　　７，２６９人　　（－２１人）
　　　男�　　　３，４８６人　　（－　８人）
　　　女�　　　３，７８３人　　（－１３人）
　　世　帯�　　２，７７１世帯　（－　４世帯)

町選挙管理委員会  薄上幸一委員長が
総務大臣表彰･県選管委員長表彰受賞

　町選挙管理委員会の薄上幸一委員長が、このた
び総務大臣表彰と福島県選挙管理委員会委員長表
彰を受賞しました。平成15年９月から同委員長を
務める薄上さんは、昨年７月の第23回参議院議員
通常選挙で適正な選挙管理･執行と明るい選挙の
推進に尽力した功績などが認められ受賞しました。
表彰式は１月30日に県庁で行われました。
　２月７日、薄上さんは町役場を訪れ伊藤町長に
受賞を報告し、｢受賞できたのは関係者の皆さん
のおかげ、この賞に恥じぬよう今後も投票率向上
などに努めていきたい」とあいさつしました。

戸籍の窓口  ～１月受付分～�〈敬称略〉

お誕生おめでとう
新　城　優

ゆう

　成
せい

　くん　　繁昌・祐加� 芝　草
長谷川　春

はる

　子
こ

ちゃん　　益大・絵美� 縄　沢
斎　藤　祈

い ぶ き

吹　くん　　俊・美沙� 端　村

ご結婚おめでとう(12月受付）

橋谷田　和　洋　　　　４町内
大　石　めぐみ　　　　金山町

お悔やみ申し上げます
和久井　敏　彦（75）　キ　ク　 夫 　３町内
田　崎　最　子（91）　弘　成　　母　　４町内
根　本　フ　ミ（87）　史　彦　�祖母�　６町内
本　間　ハルエ（88）　光　春　　母　　８町内
石　田　キクヱ（93）　正　松　　妻　　芝　草
齋　藤　榮　次（88）　正　次　　父　　堀　越
小　瀧　フヂイ（85）　達　男　　母　　大久保
井　上　アキ子（89）　勝　行　　母　　森　野
伊勢亀　昭　子（85）　隆　雄　　母　　下小島
齋　藤　福　雄（83）　正　実　　父　　黒　沢
齋　藤　　　實（95）　　健　　　父　　上野尻
髙　橋　悦　夫（88）　謙　一　　父　　上野尻
武　藤　庄　一（71）　シ　ン　　夫　　井　谷
猪　俣　ツ　ネ（98）　吉　雄　�祖母�　新　町

プレＤＣ
福島県観光キャンペーン

〈期 間〉 平成26年４月１日～６月30日
　平成27年４月から開催される｢ふくしまデス
ティネーション･キャンペーン(ふくしまＤＣ)に
先立ち、『プレＤＣ・福島県観光キャンペーン』
が開催されます。期間中には、さまざまな企画が
予定されています。町民みんなで観光客を迎える
体制を整えていきましょう。

　町では、木材価格の低迷など林業を取り巻く環
境が厳しさを増す中、林業の振興を図るため、森
林の適正管理、生産される森林資源の有効活用、
また、ニホンザルなど有害鳥獣の生息状況につい
ての講演会を開催します。

日時　３月15日(土)

　　　　午後１時30分～

会場　林業研修センター
講師　福島県指導林家連絡協議会長

 緑
みどり

　川
かわ

　平
へい

　壽
じゅ

　氏

　　　有限責任事業組合おーでらす代表

 今
こん

　野
の

　万
ま り こ

理子　氏

林業講演会のお知らせ

以下は広告です。内容については、広告主へお問い合わせください。

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月

【問い合わせ先】
企画情報課・広報広聴係　☎４５－４５３６



2 0 1 4（平成 2 6 年）

　旧暦大晦日の１月30日、大山
衹神社の地元大久保・中野で
は、中野区むらおこし実行委

員会の皆さんが、日が落ちると300の手作りの雪灯籠に明か
りをともし、ろうそくの炎が中野から同神社までの夜道を
温かく照らして二年参りの参拝者を出迎えました。

３

[写真]①歓迎の言葉を述べる矢部有
ゆう

輝
き

さん(西会津
小６年)／②歓迎式で代表あいさつする新

しん

城頼
らい

さん
(大宜味中１年)／③雪国まつりのオープニングで
堂々とエイサーを披露する大宜味の児童／④歓迎式
で西会津町を紹介する鈴木颯

そう

太
た

さん(西会津小６年)
／⑤⑨同じく大宜味村を紹介する児童／⑥⑦⑧⑩⑪

２月９日に開催された雪国まつりの雪上運動会に出
場し、そりリレー、むかで競争などで競い合う子ど
もたち／⑫歓迎式で半年ぶりに再会し握手を交わす
児童

雪国での思い出刻む
　２月７日、沖縄県大宜味村の児童生徒15名がおよそ９時間
かけて来町し、３日間にわたり冬季交流が行われました。大宜
味、西会津双方の児童生徒は、７月の夏季交流以来、半年ぶり
に再会し、ホームステイや雪上運動会などを通してさらに絆を
深めました。沖縄の子どもたちは雪国の生活や文化を体験し、
忘れられない思い出を持ち帰りました。

じょう

①②③

④⑤⑥

⑦⑧⑨

⑩⑪⑫


